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（基礎資料１－１）学年別授業科目

科目名 前期・後期
１クラスあたり

の定員
開講クラス数 履修者数 単位数

英語A-1 後期 40～50 54 エ 1

英語A-2 後期 40～50 54 エ 1

英語B-1 前期 40～50 54 エ 1

英語B-2 前期 40～50 54 エ E 1

情報基礎A 前期 90 54 コ エ 1

情報基礎B 後期 90 54 コ エ 1

肥後熊本学 前期又は後期 150 54 コ E 1

数学概論 前期 90 53 コ 2

統計学概論 後期 90 54 コ 2

物理学 前期 90 54 コ 2

(選)パッケージ5 180 6 コ 10

(選)パッケージ6 180 10 コ 10

(選)パッケージ7 180 10 コ 10

(選)パッケージ8 180 11 コ 10

(選)パッケージ9 180 9 コ 10

(選)パッケージ10 180 7 コ 10

(選)パッケージ外の選択科目※ 1

解剖生理学概論 前期 91 1 54 コ 2

薬学概論I 前期 90 1 54 コ 1

早期体験学習 前期 90 1 54 エ 1

物理化学I 前期 98 1 57 コ 2

有機化学I 前期 116 1 63 コ 2

生化学I 前期 90 1 54 コ エ 2

薬理学概論 後期 90 1 54 コ 2

医療倫理学I 後期 90 1 54 コ S 1

薬学概論II 後期 89 1 53 コ 2

物理化学II 後期 88 1 53 コ 2

分析化学I 後期 91 1 54 コ エ 2

有機化学II 後期 100 1 58 コ 2

生化学II 後期 91 1 53 コ エ 2

分子生物学 後期 89 1 53 コ 2

ジェネリック・スキル概論 後期 89 1 53 コ エ 1

病態生理解剖学 前期･後期 92 1 55 コ 2

41

11

52

（凡例）

講義＝コ PBL/SGD＝Ｓ 　演習＝エ

  e-learning＝E

[注]

ヒューマニズム教育・医療倫理教育

教養教育科目

語学教育科目

医療安全教育科目

生涯学習の意欲醸成科目

コミュニケーション能力および自己表現能力
を身につけるための科目

実習

１　　年　　次

授業方法

教
養
教
育
・
語
学
教
育

薬
学
専
門
教
育

(パッケージ5～10のいずれかを選択。1パッ
ケージ8～9科目）

※パッケージ外の選択科目については、全学
の教養教育科目として多くの科目が開講され
おり受講者も分散している。科目毎の記載は
多岐にわたり困難であるので省略した。

（参考資料：資料4-2「教養教育授業計画
書」）

演習

単位数の
合計

（必須科目）

（選択科目）

合計

６　行は適宜加除し、記入してください。

１　教養教育・語学教育は、基本的に履修者がいる科目について
　　記入してください。

３　選択科目については、頭に「(選)」と記してください。

２　下記の「科目の識別」にそって、該当する科目に「色」を
　　付してください。

４　実習は１組（実習グループ）の人数を記入してください。

　　「科目の識別」
５　表には下の「授業方法」の表記にそって、主な方法を記入してください。
　　下記の２つ以外は、大学独自で凡例を設定して作成してください。

             「授業方法」の表記：講義＝コ、　PBL/SGD＝Ｓ

1



（基礎資料１－２）学年別授業科目

前期・後期
１クラスあたり

の人数
開講クラス数 履修者数 単位数

英語D-1 前期 90 1 53 エ E 1

英語D-2 後期 90 1 53 エ E 1

情報処理A-1 前期 93 1 54 コ エ 1

物理化学III 前期 93 1 53 コ エ 2

分析化学II 前期 94 1 54 コ エ 2

有機化学III 前期 92 1 54 コ エ 2

生化学III 前期 94 1 55 コ 2

薬理学I 前期 95 1 54 コ 2

基礎臨床心理学 前期 54 1 54 コ エ 2

情報処理A-2 後期 94 1 54 コ エ 1

分析化学III 後期 92 1 52 コ エ 2

有機化学IV 後期 92 1 52 コ 2

免疫学 後期 94 1 53 コ 2

微生物化学I 後期 94 1 53 コ 2

薬理学II 後期 92 1 53 コ 2

薬剤学Ⅰ 後期 92 1 53 コ 2

生薬学 後期 96 1 56 コ 2

発生生物学 後期 93 1 54 コ 2

導入実習 前期 1～3 1 53 コ ジ 1

物理系薬学実習Ｉ 前期 2～4 1 53 コ ジ 1

物理系薬学実習II 前期 29～32 or 7～8 1 53 コ ジ 1

生物系薬学実習Ｉ 前期 5～6 1 53 コ ジ 1

生物系薬学実習II 前期 7～8 1 54 コ ジ S 1

化学系薬学実習Ｉ 後期 2～3 1 52 コ ジ 2

化学系薬学実習II 後期 3 1 52 コ ジ 1

化学系薬学実習III 後期 4 or 31 1 50 コ ジ 1

41

0

41

（凡例）

講義＝コ PBL/SGD＝Ｓ 　実習＝ジ

演習＝エ e-learning＝E

[注]

ヒューマニズム教育・医療倫理教育

教養教育科目

語学教育科目

医療安全教育科目

生涯学習の意欲醸成科目

コミュニケーション能力および自己表現能力
を身につけるための科目

２　　年　　次

科目名 授業方法

教
養
教
育
・
語
学
教
育

単位数の
合計

演習

薬
学
専
門
教
育

実習

　　「科目の識別」
５　表には下の「授業方法」の表記にそって、主な方法を記入してください。
　　下記の２つ以外は、大学独自で凡例を設定して作成してください。

             「授業方法」の表記：講義＝コ、　PBL/SGD＝Ｓ

６　行は適宜加除し、記入してください。

（必須科目）

（選択科目）

合計

１　教養教育・語学教育は、基本的に履修者がいる科目について
　　記入してください。

３　選択科目については、頭に「(選)」と記してください。

２　下記の「科目の識別」にそって、該当する科目に「色」を
　　付してください。

４　実習は１組（実習グループ）の人数を記入してください。

2



（基礎資料１－３）学年別授業科目

前期・後期
１クラスあたり

の人数
開講クラス数 履修者数 単位数

医療倫理学II 前期 92 1 56 コ S 1

薬学英語I 前期 92 1 55 コ 1

放射化学 前期 93 1 56 コ 2

有機化学V 前期 80 1 57 コ エ 2

微生物化学II 前期 89 1 59 コ 2

衛生薬学I 前期 92 1 56 コ 2

薬剤学II 前期 94 1 61 コ 2

天然物化学 前期 86 1 56 コ 2

臨床心理学 前期 67 1 56 コ エ 2

薬物治療学Ⅰ 前期 65 1 56 コ 2

薬物治療学Ⅱ 前期 64 1 55 コ 2

薬学英語II 後期 93 1 57 コ 1

有機化学VI 後期 73 1 60 コ 2

生体機能化学 後期 75 1 57 コ 2

衛生薬学II 後期 76 1 57 コ 2

薬理学III 後期 76 1 59 コ 2

製剤学I 後期 96 1 59 コ エ 2

臨床検査学 後期 76 1 61 コ エ 2

医薬品情報管理学 後期 71 1 58 コ エ S 2

物理系薬学実習III 前期 5～6 1 56 コ ジ 1

物理系薬学実習IV 前期 9 1 56 コ ジ 1

生物系薬学実習III 前期 8～10 1 56 コ ジ 1

生物系薬学実習IV 前期 5～6 1 56 コ ジ 1

生物系薬学実習V 前期 7～9 1 56 コ ジ 1

特別実習（3年後期～6年） 後期 2～4 26 62 ジ

40

0

40

（凡例）

講義＝コ PBL/SGD＝Ｓ 　実習＝ジ

[注]

ヒューマニズム教育・医療倫理教育

教養教育科目

語学教育科目

医療安全教育科目

生涯学習の意欲醸成科目

コミュニケーション能力および自己表現能力
を身につけるための科目

３　　年　　次

科目名 授業方法

教
養
教
育
・
語
学
教
育

単位数の
合計

実習

演習

薬
学
専
門
教
育

　　「科目の識別」
５　表には下の「授業方法」の表記にそって、主な方法を記入してください。
　　下記の２つ以外は、大学独自で凡例を設定して作成してください。

             「授業方法」の表記：講義＝コ、　PBL/SGD＝Ｓ

６　行は適宜加除し、記入してください。

（必須科目）

（選択科目）

合計

１　教養教育・語学教育は、基本的に履修者がいる科目について
　　記入してください。

３　選択科目については、頭に「(選)」と記してください。

２　下記の「科目の識別」にそって、該当する科目に「色」を
　　付してください。

４　実習は１組（実習グループ）の人数を記入してください。
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（基礎資料１－４）学年別授業科目

前期・後期
１クラスあたり

の人数
開講クラス数 履修者数 単位数

毒性・環境薬学 前期 65 1 56 コ 2

製剤学II 前期 68 1 56 コ 2

医療倫理学III 前期 59 1 56 コ 1

漢方概論 前期 60 1 56 コ 2

腫瘍治療学 前期 59 1 56 コ 1

臨床薬物動態学 前期 55 1 53 コ エ 2

医薬統計学 前期 54 1 53 コ エ 1

薬事関係法規 前期 61 1 56 コ エ 1

地域薬局学 前期 61 1 56 コ 2

薬物治療学Ⅲ 前期 54 1 53 コ S 2

薬物治療学Ⅳ 前期 54 1 53 コ S 2

実務準備実習 後期 56 1 56 コ エ・ジ S 4

特別実習(3年後期～6年) 前期・後期 2～4 26 56 ジ

22

0

22

（凡例）

講義＝コ PBL/SGD＝Ｓ 　実習＝ジ

[注]

ヒューマニズム教育・医療倫理教育

教養教育科目

語学教育科目

医療安全教育科目

生涯学習の意欲醸成科目

コミュニケーション能力および自己表現能力
を身につけるための科目

４　　年　　次

科目名 授業方法

教
養
教
育
・
語
学
教
育

単位数の
合計

実習

演習

薬
学
専
門
教
育

　　「科目の識別」
５　表には下の「授業方法」の表記にそって、主な方法を記入してください。
　　下記の２つ以外は、大学独自で凡例を設定して作成してください。

             「授業方法」の表記：講義＝コ、　PBL/SGD＝Ｓ

６　行は適宜加除し、記入してください。

（必須科目）

（選択科目）

合計

１　教養教育・語学教育は、基本的に履修者がいる科目について
　　記入してください。

３　選択科目については、頭に「(選)」と記してください。

２　下記の「科目の識別」にそって、該当する科目に「色」を
　　付してください。

４　実習は１組（実習グループ）の人数を記入してください。
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（基礎資料１－５）学年別授業科目

前期・後期
１クラスあたり

の人数
開講クラス数 履修者数 単位数

薬物処方学 前期 64 55 コ エ S 1

実習前総括講義 前期 57 55 コ エ S 1

病院実務実習 前期・後期 1～23 11 55 ジ 10

薬局実務実習 前期・後期 1～2 29 55 ジ 10

特別実習(3年後期～6年) 前期・後期 2～4 26 57 ジ

22

0

22

（凡例）

講義＝コ PBL/SGD＝Ｓ 　実習＝ジ

[注]

ヒューマニズム教育・医療倫理教育

教養教育科目

語学教育科目

医療安全教育科目

生涯学習の意欲醸成科目

コミュニケーション能力および自己表現能力
を身につけるための科目

５　　年　　次

科目名 授業方法

教
養
教
育
・
語
学
教
育

単位数の
合計

実習

演習

薬
学
専
門
教
育

　　「科目の識別」
５　表には下の「授業方法」の表記にそって、主な方法を記入してください。
　　下記の２つ以外は、大学独自で凡例を設定して作成してください。

             「授業方法」の表記：講義＝コ、　PBL/SGD＝Ｓ

６　行は適宜加除し、記入してください。

（必須科目）

（選択科目）

合計

１　教養教育・語学教育は、基本的に履修者がいる科目について
　　記入してください。

３　選択科目については、頭に「(選)」と記してください。

２　下記の「科目の識別」にそって、該当する科目に「色」を
　　付してください。

４　実習は１組（実習グループ）の人数を記入してください。

5



（基礎資料１－６）学年別授業科目

前期・後期
１クラスあたり

の人数
開講クラス数 履修者数 単位数

看護学 前期 58 1 54 コ エ 1

医療経済学 前期 58 1 54 コ エ 2

薬学総論 前期 56 1 53 コ 2

卒業前総括講義 後期 53 1 51 コ エ 1

特別実習(3年後期～6年) 前期･後期 2～4 26 55 ジ 12

18

0

18

（凡例）

講義＝コ PBL/SGD＝Ｓ 　演習＝エ

実習＝ジ

[注]

ヒューマニズム教育・医療倫理教育

教養教育科目

語学教育科目

医療安全教育科目

生涯学習の意欲醸成科目

コミュニケーション能力および自己表現能力
を身につけるための科目

６　　年　　次

科目名 授業方法

教
養
教
育
・
語
学
教
育

単位数の
合計

実習

演習

薬
学
専
門
教
育

　　「科目の識別」
５　表には下の「授業方法」の表記にそって、主な方法を記入してください。
　　下記の２つ以外は、大学独自で凡例を設定して作成してください。

             「授業方法」の表記：講義＝コ、　PBL/SGD＝Ｓ

６　行は適宜加除し、記入してください。

（必須科目）

（選択科目）

合計

１　教養教育・語学教育は、基本的に履修者がいる科目について
　　記入してください。

３　選択科目については、頭に「(選)」と記してください。

２　下記の「科目の識別」にそって、該当する科目に「色」を
　　付してください。

４　実習は１組（実習グループ）の人数を記入してください。
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　（基礎資料１－１）から（基礎資料１－６）までの結果から下記の（１）および（２）を記入してください。

（１）下表の「合計科目数」および「単位数」を記入してください。

合計科目数 合計単位数

ヒューマニズム教育・医療倫理教育 4 5

13 22

9 10

2 3

3 4

2 5

必須科目 選択科目 合計

１　年　次 41 10 51

２　年　次 39 0 39

３　年　次 40 0 40

４　年　次 23 0 23

５　年　次 22 0 22

６　年　次 18 0 18

合計 183 10 193

コミュニケーション能力および自己表現能力を
身につけるための科目

（２）学年別授業科目の表から前期と後期の単位数を合算して記入してください。

学　　年

単位数

（基礎資料１－７）学年別授業科目 　【平成26年度入学】

科目の識別

教養教育科目

語学教育科目

医療安全教育科目

生涯学習の意欲醸成科目

7



　（基礎資料１－１）から（基礎資料１－６）までの結果から下記の（１）および（２）を記入してください。

（１）下表の「合計科目数」および「単位数」を記入してください。

合計科目数 合計単位数

ヒューマニズム教育・医療倫理教育 5 7

15～16 20

6 6

2 3

3 5

3 6

必須科目 選択科目 合計

１　年　次 41 11 52

２　年　次 39 0 39

３　年　次 40 0 40

４　年　次 23 0 23

５　年　次 22 0 22

６　年　次 17 0 17

合計 182 11 193

コミュニケーション能力および自己表現能力を
身につけるための科目

学　　年

単位数

（基礎資料１－７）学年別授業科目   【平成30年度入学】

科目の識別

教養教育科目

語学教育科目

医療安全教育科目

生涯学習の意欲醸成科目

（２）学年別授業科目の表から前期と後期の単位数を合算して記入してください。

8



1
年

2
年

3
年

4
年

5
年

6
年

5
5

5
5

5
5

5
5

5
5

5
5

A
5
5

5
5

5
6

5
7

5
8

5
6

B
5
7

5
5

6
2

5
6

5
7

5
5

留
年

に
よ

る
者

C
2

1
7

3
2

7

休
学

に
よ

る
者

D
0

0
0

0
0

0

E
0

0
0

0
0

0

F
5
5

5
4

5
5

5
3

5
5

4
8

F
/
A

1
.0

0
0
.9

8
0
.9

8
0
.9

3
0
.9

5
0
.8

6

0
.0

4
0
.0

2
0
.1

1
0
.0

5
0
.0

4
0
.1

3

6
）
（
ス

ト
レ

ー
ト

在
籍

者
数

）
/
（
入

学
時

の
学

生
数

）
の

値
を

小
数

点
以

下
第

２
位

ま
で

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

4
）
過

年
度

在
籍

者
数

を
「
留

年
に

よ
る

者
」
と

「
休

学
に

よ
る

者
」
に

分
け

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
休

学
と

留
年

が
重

複
す

る
学

生
は

留
年

者
に

算
入

し
て

く
だ

さ
い

。

5
）
（
在

籍
学

生
数

）
－

｛
（
過

年
度

在
籍

者
数

）
＋

（
編

入
学

な
ど

に
よ

る
在

籍
者

数
）
｝
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
ス

ト
レ

ー
ト

在
籍

者
数

　
{B

-
(C

+
D

+
E
)｝

ス
ト

レ
ー

ト
在

籍
率

 6
）

1
）
各

学
年

が
入

学
し

た
年

度
の

入
学

者
選

抜
で

設
定

さ
れ

て
い

た
入

学
定

員
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

過
年

度
在

籍
率

 7
）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
C

+
D

）
/
B

7
）
（
過

年
度

在
籍

者
数

）
/
（
在

籍
学

生
数

）
の

値
を

小
数

点
以

下
第

２
位

ま
で

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

（
基

礎
資

料
２

－
１

）
　

評
価

実
施

年
度

に
お

け
る

学
年

別
在

籍
状

況

過
年

度
在

籍
者

数
 4

）

編
入

学
な

ど
に

よ
る

在
籍

者
数

ス
ト

レ
ー

ト
在

籍
者

数
 5

）

学
年

入
学

年
度

の
入

学
定

員
 1

)

入
学

時
の

学
生

数
 2

）

在
籍

学
生

数
 3

）

2
）
当

該
学

年
が

入
学

し
た

時
点

で
の

実
入

学
者

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

3
）
評

価
実

施
年

度
の

５
月

１
日

現
在

に
お

け
る

各
学

年
の

在
籍

学
生

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
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2
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し
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値

（
小
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点

以
下

第
2
位
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で

）
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

3
）
そ

の
年

度
に

受
け

入
れ

た
編

入
学

者
（
転

学
部

、
転

学
科

な
ど

を
含

む
）
の

合
計

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

4
）
編

入
学

者
数

の
編

入
学

受
け

入
れ

学
年

別
の

内
数

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

5
）
６

年
間

の
平

均
値

を
人

数
に

つ
い

て
は

整
数

で
、

充
足

率
に

つ
い

て
は

小
数

点
以

下
第

２
位

ま
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

編
入

学
者

数
 3

）
　

　
  
C

+
D

+
E

編
入

学
し

た
学

年

別
の

内
数

 4
)

（
基

礎
資

料
２

－
２

）
 直

近
６

年
間

の
学

生
受

入
状

況

入
学

年
度

入
学

定
員

　
　

　
　

　
  

　
　

  
A

実
入

学
者

数
 1

) 　
　

  
　

　
　

B

入
学

定
員

充
足

率
 2

) 　
  
B

/
A

編
入

学
定

員
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（基礎資料２－３） 評価実施年度の直近５年間における学年別の学籍異動状況
 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

在籍者数 
1) 61 59 57 56 57

休学者数 
2) 4 1 0 0 0

退学者数 
2) 0 0 0 0 0

留年者数 
2) 1 1 2 2 2

進級率 
3) 0.92 0.97 0.96 0.96 0.96

在籍者数 
1) 61 63 62 59 55

休学者数 
2) 0 0 2 2 1

退学者数 
2) 0 0 0 0 0

留年者数 
2) 8 5 1 1 0

進級率 
3) 0.87 0.92 0.95 0.95 0.98

在籍者数 
1) 55 59 62 63 62

休学者数 
2) 0 1 1 1 2

退学者数 
2) 0 0 0 0 0

留年者数 
2) 6 3 4 7 5

進級率 
3) 0.89 0.93 0.92 0.87 0.89

在籍者数 
1) 60 51 57 58 56

休学者数 
2) 1 3 3 2 0

退学者数 
2) 0 0 0 0 0

留年者数 
2) 1 0 0 0 3

進級率 
3) 0.97 0.94 0.95 0.97 0.95

在籍者数 
1) 55 60 54 54 57

休学者数 
2) 0 0 0 0 1

退学者数 
2) 0 0 0 0 0

留年者数 
2) 2 7 0 0 1

進級率 
3) 0.96 0.88 1.00 1.00 0.96

2）休学者数、退学者数、留年者数については、各年度の年度末に、それぞれの学年から次の学年に進級
できなかった学生数を、その理由となった事象に分けて記載してください。
ただし、同一学生に複数の事象が発生した場合は、後の事象だけに算入してください。
なお、前期に休学して後期から復学した学生については、進級できなかった場合は休学として算入し、進級
した場合は算入しないでください。

3）進級率は、次式で計算した結果を、小数点以下第２位まで記入してください。
　｛（在籍者数）－（休学者数＋退学者数＋留年者数）｝/（在籍者数）

1年次

2年次

3年次

4年次

5年次

1）在籍者数は、当該年度当初（４月１日）における１年次から５年次に在籍していた学生数を記載してくださ
い。
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平成28年度以前入学者

読み 書き 聞く 話す

英語Ａ－１ 1 ○

英語Ａ－２ 1 ○

英語Ｂ－１ 1 ○ ○

英語Ｂ－２ 1 ○ ○

英語Ｃ－３ 2 ○ ○ ○ ○

英語Ｃ－４ 2 ○ ○ ○ ○

  薬学英語I 3 ○ ○ ○

  薬学英語II 3 ○ ○ ○

独語ａ－１ 1 ○ ○

独語ａ－２ 1 ○ ○

　仏語ａ－１ 1 ○ ○

　仏語ａ－２ 1 ○ ○

　中国語ａ－１ 1 ○ ○ ○ ○

　中国語ａ－２ 1 ○ ○ ○ ○

（基礎資料５）語学教育の要素

要素

[注]　要素欄の該当するものに○印をお付けください。

科目名 開講年次
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平成29年度入学者

読み 書き 聞く 話す

英語Ａ－１ 1 ○

英語Ａ－２ 1 ○

英語Ｂ－１ 1 ○ ○

英語Ｂ－２ 1 ○ ○

英語Ｄ－１ 2 ○ ○ ○ ○

英語Ｄ－２ 2 ○ ○ ○ ○

  薬学英語I 3 ○ ○ ○

  薬学英語II 3 ○ ○ ○

独語ａ－１ 1 ○ ○

独語ａ－２ 1 ○ ○

　仏語ａ－１ 1 ○ ○

　仏語ａ－２ 1 ○ ○

　中国語ａ－１ 1 ○ ○ ○ ○

　中国語ａ－２ 1 ○ ○ ○ ○

（基礎資料５）語学教育の要素

科目名 開講年次
要素

[注]　要素欄の該当するものに○印をお付けください。

111



平成30年度入学者

読み 書き 聞く 話す

英語Ａ－１ 1 ○

英語Ａ－２ 1 ○

英語Ｂ－１ 1 ○ ○

英語Ｂ－２ 1 ○ ○

  薬学英語I 3 ○ ○ ○

  薬学英語II 3 ○ ○ ○

（基礎資料５）語学教育の要素

科目名 開講年次
要素

[注]　要素欄の該当するものに○印をお付けください。
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（基礎資料６）実務実習事前学習のスケジュール

（週） （曜日） （日） １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限

第１週

第２週 月 3日

火 4日

水 5日

木 6日

金 7日

第３週 月 10日

火 11日

水 12日

木 13日

金 14日
e-ポートフォリオ説明会

OSCE説明会
S205講義

第４週 月 17日

火 18日 S411実習・導入講義 S411実習

水 19日 S411実習 S411実習

木 20日 S411実習 S411実習

金 21日 S411実習 S411実習

第５週 月 24日

火 25日 S208講義 S208SGD

水 26日 S411実習 S411実習

木 27日 S210実習 S210実習

金 28日 コーチング演習 コーチング演習

[注]　

平成３０年９月

　１　実務実習事前学習のスケジュールを例示に従い、実務実習モデル・コアカリキュラムの「学習方略」で用いられているLS
番号（主となる）と学習方法を記入してください。表は各年次、月ごとに作成し、シートが足りない場合はシートをコピーして
適宜追加し、作成してください。

　２　大学行事、祭日等は、簡潔に記入してください。（例示：学祭、OSCE、予備日、祝日）

　３　上記１の内容が記載されていれば、大学独自の様式の表を提出することができます。

祝日

祝日
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（基礎資料６）実務実習事前学習のスケジュール

（週） （曜日） （日） １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限

第１週 月 1日 S603演習 S603SGD

火 2日 災害医療と地域医療 災害医療と地域医療

水 3日 S411実習 S411実習

木 4日 臨床薬理試験 S601講義

金 5日
バイタルサインの測定
（血圧・脈拍・SPO2）

バイタルサインの測定
（血圧・脈拍・SPO2）

第２週 月 8日

火 9日
フィジカルアセスメント
実習（出席番号前半）

フィジカルアセスメント
実習（出席番号前半）

水 10日
フィジカルアセスメント
実習（出席番号後半）

フィジカルアセスメント
実習（出席番号後半）

木 11日 S101-S107講義 S403-S406

金 12日 S201-S204講義 S301講義

第３週 月 15日 S207講義、S302実習 S414講義

火 16日 S407講義 S407講義

水 17日 S605、S606演習 S605、S606演習

木 18日 S605、S606演習 S605、S606演習

金 19日 S605、S606演習 S605、S606演習

第４週 月 22日 薬剤学試験 S305講義

火 23日 リスクマネジメント リスクマネジメント

水 24日 リスクマネジメント リスクマネジメント

木 25日 薬局で使える実践薬学 薬局で使える実践薬学

金 26日 服薬指導ロールプレイ 服薬指導ロールプレイ

第５週 月 29日 実習試験 実習試験

火 30日 S306（SGD) S306（SGD)

水 31日 S307（SGD) S307（SGD)

[注]　

平成３０年１０月

　１　実務実習事前学習のスケジュールを例示に従い、実務実習モデル・コアカリキュラムの「学習方略」で用いられているLS番
号（主となる）と学習方法を記入してください。表は各年次、月ごとに作成し、シートが足りない場合はシートをコピーして適宜
追加し、作成してください。

　２　大学行事、祭日等は、簡潔に記入してください。（例示：学祭、OSCE、予備日、祝日）

　３　上記１の内容が記載されていれば、大学独自の様式の表を提出することができます。

祝日
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（基礎資料６）実務実習事前学習のスケジュール

（週） （曜日） （日） １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限

第１週 月

火

水

木 1日 S308（SGD) S308（SGD)

金 2日

第２週 月 5日 演習 演習

火 6日 S506演習 S506演習

水 7日 S411実習・導入講義 S411実習

木 8日

金 9日

第３週 月 12日 S210処方箋監査 S210処方箋監査

火 13日 S210実習（計数調剤） S210実習（計数調剤） 

水 14日 S206講義 S408、S409講義

木 15日 S210実習（散剤） S210実習（散剤）

金 16日 S210実習（水剤） S210実習（水剤）

第４週 月 19日
S410実習

(軟膏・坐剤etc)
S410実習

(軟膏・坐剤etc)

火 20日 S408院内製剤 S408院内製剤

水 21日 S605、S606演習 S605、S606演習

木 22日 S701総合実習 S701総合実習

金 23日

第５週 月 26日
OSCE説明会＆受験票

の配付
S701総合実習

火 27日 S701総合実習 S701総合実習

水 28日 S602服薬指導 S602服薬指導

木 29日 S210処方箋監査 S210処方箋監査

金 30日

[注]　

平成３０年１１月

　１　実務実習事前学習のスケジュールを例示に従い、実務実習モデル・コアカリキュラムの「学習方略」で用いられているLS
番号（主となる）と学習方法を記入してください。表は各年次、月ごとに作成し、シートが足りない場合はシートをコピーして
適宜追加し、作成してください。

　２　大学行事、祭日等は、簡潔に記入してください。（例示：学祭、OSCE、予備日、祝日）

　３　上記１の内容が記載されていれば、大学独自の様式の表を提出することができます。

祝日
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（基礎資料７）学生受入状況について(入学試験種類別)

学科名 入試の種類
平成26年度

入試（25年度
実施）

平成27年度
入試（26年度

実施）

平成28年度
入試（27年度

実施）

平成29年度
入試（28年度

実施）

平成30年度
入試（29年度

実施）

平成31年
度　入試
（30年度
実施）

募集定員数に
対する入学者
数の比率（６
年間の平均）

受験者数 293 284 233 222 250 260

合格者数 48 47 48 48 50 51

入学者数(A) 48 47 46 45 45 50

募集定員数(B) 45 45 45 45 45 45

A/B*100(%) 107% 104% 102% 100% 100% 111%

受験者数 56 54 44 47 54 58

合格者数 10 10 10 10 10 10

入学者数(A) 10 10 10 10 10 10

募集定員数(B) 10 10 10 10 10 10

A/B*100(%) 100% 100% 100% 100% 100% 100%

受験者数 0 1 1 1 1 2

合格者数 0 0 0 0 0 0

入学者数(A) 0 0 0 0 0 0

募集定員数(B) 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

A/B*100(%) － － － － － －

受験者数 349 339 278 270 305 320

合格者数 58 57 58 58 60 61

入学者数(A) 58 57 56 55 55 60

募集定員数(B) 55 55 55 55 55 55

A/B*100(%) 105% 104% 102% 100% 100% 109%

[注]

　

  ６　薬科学科との一括入試の場合は、欄外に「（備考）○年次に・・・・・を基に学科を決定する。なお、薬学科の定員は△△△名」と
　　　注を記入してください。

　１　実施している全種類の入試が網羅されるように「入試の種類」の名称を記入し、適宜欄を設けて記入してください。
　　　なお、該当しない入試方法の欄は削除してください。

　２　入試の種類ごとに「募集定員数(B)に対する入学者数(A)」の割合［A/B*100(%)］を算出してください。

　３　「留学生入試」に交換留学生は含めないでください。

　４　各入学（募集）定員が若干名の場合は「若干名」と記入してください。

　５　６年制が複数学科で構成されている場合は、「学部合計」欄を設けて記入してください。

薬
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
部

薬
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
科

学　科　計

一般入試

公募推薦入試

留学生入試
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教授 准教授 専任講師 助教 合計 基準数 
1）

17 11 2 15 45 ２２名

教授 准教授 専任講師 助教 合計 必要数 
2）

3 2 0 1 6 ４名

助手 
1）

兼担教員 
2）

１名 ９名

TA SA その他 
1） 合計

59名 ０名 ０名 59名

事務職員 技能職員 
1）

その他 
2） 合計

１４（5） 5 0 19

表２．薬学科（６年制）の教育研究に携わっている表１．以外の薬学部教員

（基礎資料８）教員・職員の数

表１．大学設置基準（別表第１）の対象となる薬学科（６年制）の専任教員

　上記における臨床実務経験を有する者の内数

1）大学設置基準第13条別表第１のイ（表１）及び備考４に基づく数

2）上記基準数の６分の１（大学設置基準第13条別表第１のイ備考10）に相当する数

2）司書、保健・看護職員など

1）学校教育法第92条⑨による教員として大学設置基準第10条２の教育業務及び研究に携わる者

2）４年制学科を併設する薬学部で、薬学科の専門教育を担当する４年制学科の専任教員

表３．演習、実習、実験などの補助に当たる教員以外の者

1）実習などの補助を担当する臨時、契約職員など。

表４．薬学部専任の職員

1）薬用植物園や実験動物の管理、電気施設など保守管理に携わる職員
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教授 准教授 専任講師 助教 合計 比率

７０代 0 0 0 0 0 0.0%

６０代 3 0 0 0 3 6.7%

５０代 12 0 0 1 13 28.9%

４０代 2 9 2 2 15 33.3%

３０代 0 2 0 12 14 31.1%

２０代 0 0 0 0 0 0.0%

合計 17 11 2 15 45 １００．０ ％

教授 准教授 専任講師 助教 合計 比率

男性 16 11 2 14 43 95.6%

女性 1 0 0 1 2 4.4%

（基礎資料９）　専任教員（基礎資料８の表１）の年齢構成

専任教員の定年年齢：（　65　歳）

（参考資料）　専任教員（基礎資料８の表１）の男女構成
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学科 1) 職名 2) 氏  　　名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日 授業時間 4)

年間で平均した

週当り授業時間 5)

解剖生理学概論 22.50 0.75

薬学概論Ⅰ 1.50 0.05

24.00 0.80

情報処理A-1 12.00 0.40

情報処理A-2 12.00 0.40

卒業前総括講義 12.00 0.40

薬学概論Ⅱ 1.50 0.05

有機化学Ⅰ 22.50 0.75

有機化学Ⅱ 9.00 0.30

有機化学Ⅵ 10.50 0.35

79.50 2.65

生体機能化学 4.50 0.15

有機化学Ⅳ 22.50 0.75

27.00 0.90

有機化学Ⅲ 22.50 0.75

有機化学Ⅴ 12.00 0.40

34.50 1.15

物理化学Ⅲ 16.50 0.55

分析化学Ⅲ 3.00 0.10

物理系薬学実習Ⅱ ◎ 30.00 1.00

49.50 1.10

生薬学　　 13.50 0.45

天然物化学　 10.50 0.35

24.00 1.90

生体機能化学 6.00 0.20

薬理学Ⅰ 22.50 0.75

薬理学Ⅱ 22.50 0.75

薬理学Ⅲ 19.50 0.65

70.50 2.35

微生物化学Ⅰ 12.00 0.40

微生物化学Ⅱ 13.50 0.45

生物系薬学実習Ⅰ ◎ 30.00 1.00

55.50 1.85

生体機能化学 6.00 0.20

分析化学Ⅱ 22.50 0.75

28.50 0.95

衛生薬学Ⅰ 22.50 0.75

衛生薬学Ⅱ 22.50 0.75

毒性・環境薬学 22.50 0.75

薬学概論Ⅱ 1.50 0.05

生物系薬学実習Ⅳ ◎ 30.00 1.00

99.00 3.30

生化学Ⅰ 22.50 0.75

生化学Ⅱ 22.50 0.75

生物系薬学実習Ⅱ ◎ 30.00 1.00

75.00 2.50

（基礎資料10）教員の教育担当状況 

表１．薬学科（６年制）専任教員（基礎資料８の表１）が担当する授業科目と担当時間

授業担当科目 3)

薬学科 教授 甲斐　広文 57 男 　博（薬） 2001.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 教授 石塚　忠男 58 男 　博（薬） 2006.8.1

授業担当時間の合計

1997.5.16

授業担当時間の合計

薬学科 教授 中島　誠　 58 男 　博（薬） 2004.5.1

授業担当時間の合計

薬学科 教授 大塚　雅巳 65 男 　博（薬）

2006.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 教授 塚本　佐知子 58 女 　博（薬） 2009.5.1

授業担当時間の合計

薬学科 教授 寺沢　宏明　 52 男 　博（薬）

2007.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 教授 大槻　純男 49 男 　博（薬） 2012.1.1

授業担当時間の合計

薬学科 教授 香月　博志 53 男 　博（薬）

2007.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 教授 三隅　将吾 46 男 　博（薬） 2013.9.1

授業担当時間の合計

薬学科 教授 森岡　弘志 57 男 　博（薬）

2009.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 教授 杉本　幸彦 52 男 　博（薬）
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学科 1) 職名 2) 氏  　　名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日 授業時間 4)

年間で平均した

週当り授業時間 5)

（基礎資料10）教員の教育担当状況 

表１．薬学科（６年制）専任教員（基礎資料８の表１）が担当する授業科目と担当時間

授業担当科目 3)

薬学総論 3.00 0.10

3.00 0.10

医療倫理学Ⅰ 12.00 0.40

医療倫理学Ⅱ 7.50 0.25

医薬統計学 12.00 0.40

薬学概論Ⅱ 1.50 0.05

臨床検査学 22.50 0.75

薬局実務実習 ◎ 30.00 1.00

病院実務実習 ◎ 30.00 1.00

115.50 3.85

薬剤学Ⅰ　 21.00 0.70

地域薬局学 22.50 0.75

生物系薬学実習Ⅴ ◎ 30.00 1.00

実務準備実習 ◎ 3.00 0.10

薬局実務実習 ◎ 30.00 1.00

106.50 3.55

薬学総論 1.50 0.05

薬学概論Ⅱ 1.50 0.05

薬物処方学 12.00 0.40

薬物治療学Ⅱ 22.50 0.75

実務準備実習 ◎ 46.50 15.50

病院実務実習 ◎ 30.00 1.00

114.00 17.75

漢方概論 15.00 0.50

天然物化学　 7.50 0.25

薬学概論Ⅱ 3.00 0.10

25.50 0.85

薬物治療学Ⅳ 22.50 0.75

医薬品情報管理学 12.00 0.40

病院実務実習 ◎ 30.00 1.00

64.50 2.15

病態生理解剖学 22.50 0.75

免疫学 22.50 0.75

薬学英語Ⅱ 3.00 0.10

導入実習 ◎ 4.00 0.13

52.00 1.73

物理化学Ⅰ 22.50 0.75

薬学概論Ⅱ 1.50 0.05

24.00 0.80

有機化学Ⅴ 10.50 0.35

有機化学Ⅵ 12.00 0.40

薬学総論 1.50 0.05

化学系薬学実習Ⅰ ◎ 67.50 2.25

91.50 3.05

薬学英語Ⅱ　　 4.50 0.15

薬学総論 1.50 0.05

薬理学概論 22.50 0.75

薬理学Ⅲ 3.00 0.10

実務準備実習 ◎ 37.50 1.25

生物系薬学実習Ⅲ ◎ 30.00 1.00

99.00 3.30

薬学科 教授 有馬　英俊 55 男 　博（薬） 2007.5.1
授業担当時間の合計

1998.4.1

授業担当時間の合計

薬学科
教授

（実務）
丸山　徹 55 男 　博（薬） 2006.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 教授 入江　徹美 62 男 　博（薬）

2006.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 教授 渡邊　高志 59 男 　博（薬） 2015.4.1

授業担当時間の合計

薬学科
教授

（実務）
平田　純生　 63 男 　博（薬）

2002.10.1

授業担当時間の合計

薬学科 准教授 首藤　剛 41 男 　博（薬） 2013.4.1

授業担当時間の合計

薬学科
教授

（実務）
齋藤　秀之　 58 男 　博（薬）

2016.11.1

授業担当時間の合計

薬学科 准教授 小谷　俊介 38 男 　博（薬） 2014.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 准教授 中村　照也 39 男 　博（薬）

2013.6.1

授業担当時間の合計

薬学科 准教授 関　貴弘 44 男 　博（薬）
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学科 1) 職名 2) 氏  　　名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日 授業時間 4)

年間で平均した

週当り授業時間 5)

（基礎資料10）教員の教育担当状況 

表１．薬学科（６年制）専任教員（基礎資料８の表１）が担当する授業科目と担当時間

授業担当科目 3)

微生物化学Ⅰ 7.50 0.25

微生物化学Ⅱ　　 6.00 0.20

薬学総論 1.50 0.05

生物系薬学実習Ⅰ ◎ 30.00 1.00

45.00 1.50

分析化学Ⅰ 22.50 0.75

薬学総論 1.50 0.05

物理系薬学実習Ⅰ ◎ 30.00 1.00

54.00 1.80

製剤学I 22.50 0.75

製剤学Ⅱ 22.50 0.75

ジェネリックスキル概論 1.50 0.05

薬学概論Ⅱ 1.50 0.05

薬学総論 1.50 0.05

実務準備実習 ◎ 36.00 1.20

物理系薬学実習Ⅳ ◎ 30.00 1.00

115.50 3.85

病院実務実習 ◎ 30.00 1.00

30.00 1.00

医療経済学 22.50 0.75

薬学総論 1.50 0.05

薬物治療学Ⅰ 12.00 0.40

実習前総括講義 1.50 0.05

実務準備実習 ◎ 72.00 2.40

病院実務実習 ◎ 30.00 1.00

139.50 4.65

薬学英語Ⅱ　　 4.50 0.15

薬学総論 1.50 0.05

薬剤学Ⅰ　 1.50 0.05

薬事関係法規 12.00 0.40

臨床薬物動態学 22.50 0.75

薬学総論 1.50 0.05

生物系薬学実習Ⅴ ◎ 30.00 1.00

実務準備実習 ◎ 49.50 16.50

薬局実務実習 ◎ 30.00 1.00

153.00 19.95

医薬品情報管理学 9.00 0.30

腫瘍治療学 10.50 0.35

病院実務実習 ◎ 30.00 1.00

49.50 1.65

物理化学Ⅲ 3.00 0.10

分析化学Ⅲ 10.50 0.35

薬学総論 1.50 0.05

物理系薬学実習Ⅱ ◎ 30.00 1.00

導入実習 ◎ 5.50 0.18

50.50 1.68

生化学Ⅲ 22.50 0.75

薬学総論 1.50 0.05

生物系薬学実習Ⅱ ◎ 30.00 1.00

導入実習 ◎ 1.50 0.05

55.50 1.85

薬学英語Ⅱ　　　 　 1.50 0.05

1.50 0.05

薬学科 准教授 伊藤　慎悟 40 男 　博（薬） 2018.1.1

授業担当時間の合計

2013.10.1

授業担当時間の合計

薬学科 准教授 本山　敬一 41 男 　博（薬） 2013.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 准教授 小橋川　敬博 43 男 　博（薬）

2015.5.1

授業担当時間の合計

薬学科
准教授

（実務）
石塚　洋一  41 男 　博（薬） 2016.12.1

授業担当時間の合計

薬学科 准教授 猿渡　淳二 42 男 　博（薬）

2011.4.1

授業担当時間の合計

薬学科
准教授

城野　博史 43 男 　博（薬） 2012.4.1

授業担当時間の合計

薬学科
准教授

（実務）
渡邊　博志  44 男 　博（薬）

2015.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 講師 土屋　創健 42 男 　博（薬） 2014.2.1

授業担当時間の合計

薬学科 講師 吉永　壮佐 42 男 　博（薬）

2007.4.1
授業担当時間の合計

薬学科 助教 ﾒｱﾘｱﾝ ｽｲｺ 47 女 　博（薬）

3 / 4 ページ

121



学科 1) 職名 2) 氏  　　名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日 授業時間 4)

年間で平均した

週当り授業時間 5)

（基礎資料10）教員の教育担当状況 

表１．薬学科（６年制）専任教員（基礎資料８の表１）が担当する授業科目と担当時間

授業担当科目 3)

化学系薬学実習Ⅱ ◎ 67.50 2.25

導入実習 ◎ 12.00 0.40

79.50 0.05

有機化学Ⅱ 13.50 0.45

化学系薬学実習Ⅰ ◎ 67.50 2.25

導入実習 ◎ 12.00 0.40

93.00 3.10

物理化学Ⅲ 3.00 0.10

分析化学Ⅲ 9.00 0.30

物理系薬学実習Ⅱ ◎ 30.00 1.00

導入実習 ◎ 4.00 0.13

46.00 1.53

生薬学 3.00 0.10

薬学英語Ⅱ　　　 　 4.50 0.15

化学系薬学実習Ⅲ ◎ 20.00 0.67

導入実習 ◎ 12.00 0.40

39.50 1.32

生薬学　　　　　　 3.00 0.10

化学系薬学実習Ⅲ ◎ 20.00 0.67

導入実習 ◎ 12.00 0.40

35.00 1.17

生物系薬学実習Ⅲ ◎ 30.00 1.00

実務準備実習 ◎ 10.50 0.35

40.50 1.35

微生物化学Ⅰ 3.00 0.10

微生物化学Ⅱ 3.00 0.10

生物系薬学実習Ⅰ ◎ 30.00 1.00

導入実習 ◎ 4.00 0.13

40.00 1.33

物理系薬学実習Ⅰ ◎ 30.00 1.00

導入実習 ◎ 4.00 0.13

34.00 1.13

薬学総論 1.50 0.05

生物系薬学実習Ⅳ ◎ 30.00 1.00

導入実習 ◎ 12.00 0.40

43.50 1.45

生物系薬学実習Ⅱ ◎ 30.00 1.00

導入実習 ◎ 4.00 0.13

34.00 1.13

薬学英語Ⅱ　 4.50 0.15

物理系薬学実習Ⅳ ◎ 30.00 1.00

実務準備実習 ◎ 36.00 1.20

導入実習 ◎ 4.00 0.13

74.50 2.48

薬物治療学Ⅲ 9.00 0.30

実習前総括講義 9.00 0.30

病院実務実習 ◎ 30.00 1.00

48.00 1.60

薬物治療学Ⅰ 10.50 0.35

実務準備実習 ◎ 51.00 1.70

導入実習 ◎ 12.00 0.40

73.50 2.45

0.00 0.00

薬学科 助教 安藤　眞 37 男 　博（薬） 2011.9.1

授業担当時間の合計

2007.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 助教 武田　光広 41 男 　博（薬） 2015.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 助教 岡本　良成 54 男 　博（薬）

2011.3.16

授業担当時間の合計

薬学科 助教 人羅　勇気 31 男 　博（薬） 2016.6.1

授業担当時間の合計

薬学科 助教 加藤　光 35 男 　博（薬）

2015.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 助教 増田　豪 38 男 　博（薬） 2016.10.1

授業担当時間の合計

薬学科 助教 倉内　祐樹 35 男 　博（薬）

2015.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 助教 岸本　直樹 30 男 　博（薬） 2015.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 助教 佐藤　卓史 37 男 　博（薬）

2014.9.1

授業担当時間の合計

薬学科 助教 東　大志 36 男 　博（薬） 2011.4.1

授業担当時間の合計

薬学科 助教 稲住　知明 31 男 　博（薬）

2016.9.1

授業担当時間の合計

薬学科
助教

前田　仁志 31 男 　博（薬）

2011.4.1

授業担当時間の合計

薬学科
助教

（実務）
近藤　悠希　 35 男 　博（薬） 2013.9.1

授業担当時間の合計

薬学科 助教 鬼木　健太郎 34 男 　博（薬）
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学科 職名 氏名 年齢 性別 学位 就任年月日 総授業時間
年間で平均した
週当り授業時間

病院実務実習 ◎ 30.00 1.00

30.00 1.00

学科 職名 氏  　　名 年齢 性別 学位
現職就任
年 月 日

総授業時間
年間で平均した
週当り授業時間

発生生物学 1.50 0.05

分子生物学　　 10.50 0.35

発生生物学 1.50 0.05

発生生物学 12.00 0.40

物理化学Ⅱ 22.50 0.75

導入実習 1.00 0.33

生体機能化学 6.00 0.20

薬学総論 1.50 0.05

分子生物学　　 9.00 0.30

発生生物学 1.50 0.05

発生生物学 1.50 0.05

48南　敬

教授創薬生命薬科学科 2012.12.1　博（理）男51中村　輝

（基礎資料10）教員の教育担当状況（続）

表２．助手（基礎資料８の表２）の教育担当状況

授業担当科目

薬学科 助手 成田　勇樹 32 男 修（薬） 2011.4.1

（以下に同じ様式で記入欄を追加し、ハンドブックの例示に従ってご記入ください）

[注]　担当時間数などの記入について表１の脚注に倣ってください。 兼担教員については、「授業担当時間の合計」の算出は不要です。

表３．兼担教員（基礎資料８の表２）が担当する薬学科（６年制）の専門科目と担当時間　　

授業担当科目

2014.5.1創薬生命薬科学科 教授 荒木　喜美 55 女 　博（理）

教授創薬生命薬科学科 2015.9.1　博（薬）男

2007.4.1

創薬生命薬科学科 准教授 藤田　美歌子 55 女 　博（薬） 2007.4.1

創薬生命薬科学科 准教授 池水　信二 52 男 　博（理）

2007.4.1創薬生命薬科学科 准教授 荒木　正健 59 男
　博（生命科
学）

2015.1.1

[注]　担当時間数などの記入について表１の脚注に倣ってください。 兼担教員については、「授業担当時間の合計」の算出は不要です。

創薬生命薬科学科 講師 竹尾　透 39 男 　博（薬）

1 / 1 ページ
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(別紙　１）

3年生の在籍学生数 62 名

4年生の在籍学生数 56 名

5年生の在籍学生数 57 名

6年生の在籍学生数 55 名

3年生 　4年生 　5年生 　6年生

配属学生数 配属学生数 配属学生数 配属学生数

1 遺伝子機能応用学 3 2 2 2 2 8 297

2 創薬基盤分子設計学 2 2 4 4 3 13 224

3 生体機能分子合成学 2 2 2 3 2 9 196

4 機能分子構造解析学 2 2 3 4 2 11 265

5 分子薬化学 2 4 2 2 1 9 121

6 構造生命イメージング 3 4 1 1 0 6 279

7 天然薬物学 3 3 3 2 3 11 225

8 薬用植物学 2 3 2 2 2 9 239

9 薬物活性学 3 2 2 2 3 9 203

10 微生物薬学 3 4 1 2 2 9 299

11 生命分析化学 3 2 3 2 2 9 246

12 環境分子保健学 2 3 2 1 2 8 140

13 薬学生化学 3 2 2 1 1 6 266

14 製剤設計学 3 5 1 2 1 9 149

15 薬物治療学 2 3 4 4 5 16 161

16 薬剤情報分析学 3 4 3 4 4 15 241

17 薬物送達学 2 1 3 2 2 8 109

18 臨床薬物動態学 2 4 4 5 4 17 150

19 臨床薬理学 2 2 2 4 4 12 201

20 薬剤学 3 2 2 2 3 9 266

21 疾患モデル学 3 1 2 2 3 8 366

22 分子血管制御学 2 0 1 1 0 2 133

23 実験動物学 1 1 0 0 0 1 74

24 資源開発学 2 0 1 0 1 2 431

25 生殖発生学 2 2 2 1 2 7 217

26 ゲノム機能学 2 2 2 2 1 7 202

27

28

29

30

62 62 56 57 55 230 5700

[注]

　２　指導教員数には担当する教員（助手を含む）の数を記入してください。

卒業研究を実施す
る研究室の面積

（m
2
）

合　計

　１　卒業研究を実施している学年にあわせ、欄を増減して作成してください。

　３　講座制をとっていない大学は、配属講座名を適宜変更して作成してください。

（基礎資料11）卒業研究の配属状況および研究室の広さ

配属講座など 指導教員数 合計
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座
席
数

室
数

収
容
人
員
合
計

備
 
 
 
考

大
講
義
室

２
１
６

１
２
１
６

多
目
的
ホ
ー
ル
(
一
部
固
定
机
　
９
０
名
分
）
　

中
講
義
室

1
0
0
、
1
1
1
、

1
2
6
、
1
3
5

４
４
７
２

1
0
0
名
の
講
義
室
は
、
半
分
に
区
切
っ
て
の
使
用
が
可
能
。
1
0
0
名
の
講
義
室

以
外
は
3
部
屋
と
も
固
定
机

小
講
義
室

2
4
，
2
4
，

2
5
，
2
5
，
5
4

５
１
５
２

全
て
可
動
机

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
演
習
室

１
０
１

１
１
０
１

間
仕
切
り
可
能
（
４
９
名
・
５
２
名
）

 
 
地
域
創
生
多
目
的
実
習
室

１
０
０

１
１
０
０

基
礎
実
習
で
使
用

 
 
(
4
0
2
)
第
2
学
生
実
習
室

１
０
０

１
１
０
０

基
礎
実
習
で
使
用

自
習
室

図
書
館
及
び
時
間
外
の
講
義
室
の
1
室
を
自
習
室
と
し
て
開
放
し
て
い
る

ラ
ウ
ン
ジ
（
開
放
ス
ペ
ー
ス
）

１
６
１

１
０

１
６
１

蕃
滋
館
　
1
階
、
2
階
、
総
研
棟
1
階
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
2
階
ホ
ワ
イ
エ
、
3
～
5

階
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
、
宮
本
1
階
、
2
階
ホ
ー
ル
、
Ｅ
棟
1
階

薬
用
植
物
園

（
基

礎
資

料
1
2
-
1
）

薬
学

科
の

教
育

に
使

用
す

る
施

設
の

状
況

施
設

講
義
室
・

演
習
室

実
習
室

自
習
室
等

１
）
設
置
場
所
：
薬
学
部
大
江
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置

２
）
施
設
の
構
成
と
規
模
：
7
,
0
0
0
㎡
の
面
積
を
有
し
、
こ
の
う
ち
6
0
㎡
は
ガ
ラ
ス
温
室
、
そ
し
て
2
4
0
㎡
は
研
究
管
理
棟
（
教
員
・
学
生
実
験
研
究
室
、
研
究
セ
ミ

ナ
ー
室
、
恒
温
室
、
理
化
学
測
定
室
、
種
子
保
存
兼
作
業
室
、
土
壌
調
整
室
、
管
理
事
務
室
な
ど
）
と
し
て
教
育
研
究
な
ら
び
に
施
設
の
維
持
管
理
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
薬
草
パ
ー
ク
構
想
と
称
し
，
薬
学
部
構
内
・
園
内
に
は
1
,
3
0
0
種
余
り
の
薬
用
・
有
用
植
物
が
育
種
さ
れ
、
各
エ
リ
ア
ゾ
ー
ン
で
植
物
を
変
え
て
，
保
存
・

管
理
し
て
い
る
。
そ
し
て
各
エ
リ
ア
｛
伝
統
薬
基
原
植
物
区
，
ワ
イ
ル
ド
ロ
ー
ズ
区
，
水
生
植
物
区
，
常
緑
薬
木
区
，
落
葉
樹
木
区
，
有
用
植
物
区
，
薬
用
果
樹
区
，

中
央
展
示
区
（
蕃
滋
五
　
木
区
）
｝
お
よ
び
栽
培
圃
場
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
区
画
さ
れ
て
い
る
。

３
）
栽
培
し
て
い
る
植
物
種
の
数
:
 
薬
標
本
園
及
び
樹
木
園
に
は
約
1
,
3
0
0
種
類
の
植
物
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
，
標
本
園
で
は
，
薬
局
方
収
戴
の
薬
用
植
物
，
特
に
九
州

の
自
生
種
と
亜
熱
帯
性
の
薬
用
植
物
を
植
栽
し
て
い
る
。

1
）
総
合
大
学
で
は
薬
学
部
の
教
育
で
使
用
し
て
い
る
講
義
室
、
演
習
室
、
実
習
室
な
ど
を
対
象
に
し
て
く
だ
さ
い
。

2
）
講
義
室
・
演
習
室
に
は
収
容
人
数
に
よ
る
適
当
な
区
分
を
設
け
、
同
じ
区
分
で
の
座
席
数
の
範
囲
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

 
　
ま
た
、
固
定
席
か
可
変
席
か
、
そ
の
他
特
記
す
べ
き
施
設
な
ど
を
、
例
示
を
参
考
に
し
て
備
考
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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施
設

名
  1

)
面

積
 
2
)

収
容

人
員

 
3
)

室
数

 
4
)

備
 
 
 
考

教
員

個
室

（
教

授
室

な
ど

）
2
0
m
2

2
人

2
6

複
数

の
教

員
で

使
用

す
る

教
員

室
を

含
む

実
験

室
・

研
究

室
（

大
）

2
)

1
4
0
m
2

2
3
人

3
1
0
0
㎡

を
超

え
る

実
験

室
等

実
験

室
・

研
究

室
（

中
）

2
)

6
8
m
2

1
2
人

1
8

5
0
㎡

を
超

え
る

実
験

室
等

実
験

室
・

研
究

室
（

小
）

2
)

2
8
m
2

4
人

8
8

5
0
㎡

未
満

の
実

験
室

等

セ
ミ

ナ
ー

室
2
5
m
2

1
0
人

1
3

測
　

定
　

室
3
1
m
2

5
人

1
8

講
座

・
研

究
室

の
所

掌
す

る
測

定
室

施
設

の
区

分
 
1
)

室
数

　
育

薬
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
5

機
器

分
析

施
設

1
4

動
物

飼
育

施
設

2
1

R
I
施

設
７

危
険

薬
品

庫
4

実
験

用
動

物
の

飼
育

を
行

う

全
学

施
設

で
あ

る
が

、
薬

学
キ

ャ
ン

パ
ス

内
に

設
置

さ
れ

て
お

り
、

主
に

薬
学

部
が

利
用

し
て

い
る

研
究

室
で

保
管

で
き

な
い

危
険

薬
品

の
保

管
を

行
う

1
）
大

ま
か

な
用

途
に

よ
る

区
分

を
設

け
、

各
区

分
に

含
ま

れ
る

室
数

と
施

設
の

内
容

を
列

記
し

て
く
だ

さ
い

。
（
面

積
な

ど
は

不
要

で
す

）

（
基

礎
資
料
1
2
-
2
）
卒
業
研
究
な
ど
に

使
用

す
る

施
設

表
１

．
講

座
・
研

究
室

の
施

設

1
）

講
座

・
研

究
室

が
占

有
す

る
施

設
（

隣
接

す
る

２
～

３
講

座
で

共
用

す
る

施
設

を
含

む
）

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

 
 
 
実

験
室

・
研

究
室

に
広

さ
が

異
な

る
も

の
が

あ
る

場
合

は
、

「
大

・
小

」
、

「
大

・
中

・
小

」
の

よ
う

に
大

ま
か

に
区

分
し

て
く

だ
さ

い
。

2
）

同
じ

区
分

の
部

屋
で

面
積

に
若

干
の

違
い

が
あ

る
場

合
、

面
積

に
は

平
均

値
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
3
）

１
室

当
た

り
の

収
容

人
数

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

同
じ

区
分

の
部

屋
で

若
干

の
違

い
が

あ
る

場
合

は
平

均
値

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

4
）

薬
学

科
の

卒
業

研
究

を
担

当
す

る
講

座
・

研
究

室
が

占
有

す
る

部
屋

の
合

計
数

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ひ

と
つ

の
講

座
・

研
究

室
当

た
り

の
数

で
は

あ
り

ま
　

 
せ

ん
。

）

表
２

．
学
部
で
共
用
す
る
実
験
施
設

施
設

の
内

容

共
用

の
分

析
機

器
を

設
置

模
擬

薬
局

　
薬

局
実

習
施

設
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6

1
,
7
5
6

1
2
.
9

1
)
グ
ル
ー
プ
学
修
室
：
2
室

2
)
P
C
コ
ー
ナ
ー

1
)
計
2
8
席

2
)
計
3
6
席

P
C
設
置
　
2
)
計
3
6
台

無
線
L
A
N
使
用
可
能

学
部
1
,
2
9
8

大
学
院
4
5
8

薬
学
部
分
館

5
8

6
0
2

9
.
6

1
)
P
C
コ
ー
ナ
ー

1
)
 
 
1
5
席

P
C
設
置
　
1
)
1
5
台

無
線
L
A
N
使
用
可
能

学
部
4
7
0

大
学
院
1
3
2

計
9
4
4

1
1
,
5
9
6

8
.
1

3
）
「
備
考
」
欄
に
は
「
学
生
収
容
定
員
（
Ｂ
）
」
の
内
訳
を
、
学
部
・
大
学
院
等
ご
と
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

2
）
「
そ
の
他
の
自
習
室
の
整
備
状
況
」
欄
に
は
情
報
処
理
端
末
を
い
く
つ
設
置
し
て
い
る
か
等
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

（
基

礎
資

料
1
3
）

学
生

閲
覧

室
等

の
規

模

図
書
室
（
館
）
の
名
称

　
学
生
閲
覧
室

　
座
席
数
（
Ａ
）

　
学
生
収
容

　
定
員
数
（
Ｂ
）

1
）

収
容
定
員
に
対
す
る

座
席
数
の
割
合
(
％
)

Ａ
／
Ｂ
＊
1
0
0

そ
の
他
の

自
習
室
の
名
称

そ
の
他
の

自
習
室
の
座
席
数

そ
の
他
の

自
習
室
の
整
備
状
況
 
2
）

備
 
　
考
 
3
）

1
）
「
学
生
収
容
定
員
数
（
Ｂ
）
」
欄
に
は
、
当
該
施
設
を
利
用
し
て
い
る
全
て
の
学
部
・
大
学
院
学
生
等
を
合
計
し
た
学
生
収
容
定
員
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

127



図
書
の
全
冊
数

開
架
図
書
の

冊
数
(
内
)
 
1
)

内
国
書

外
国
書

平
成
2
9
年
度

平
成
2
8
年
度

平
成
2
7
年
度

中
央
館

1
,
0
4
3
,
3
2
3

3
2
0
,
4
0
2

1
0
,
8
9
4

4
,
0
4
8

2
,
1
3
9

1
7
,
0
3
1

3
,
7
8
1

3
,
0
0
7

2
,
7
0
8

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
集
中
管
理

医
学
系
分
館

1
7
3
,
2
7
8

1
7
3
,
2
7
8

2
,
5
7
7

2
,
7
1
5

1
2
0

1
3
0

2
7
3

薬
学
部
分
館

3
9
,
3
7
4

3
9
,
3
7
4

5
8
8

4
4
4

3
0

6
2

3
0

計
1
,
2
5
5
,
9
7
5

5
3
3
,
0
5
4

1
4
,
0
5
9

7
,
2
0
7

2
,
2
8
9

1
7
,
0
3
1

3
,
9
7
3

3
,
0
1
2

2
,
7
8
1

3
）
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
中
央
図
書
館
で
集
中
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
央
図
書
館
に
の
み
数
値
を
記
入
し
、
備
考
欄
に
そ
の
旨
を
注
記
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
の
種
類

（
種
類
）

3
)

（
基

礎
資

料
1
4
）

図
書

、
資

料
の

所
蔵

数
お

よ
び

受
け
入
れ
状
況

図
書
館
の
名
称

図
書
の
冊
数

定
期
刊
行
物
の
種
類

視
聴
覚
資
料
の

所
蔵
数

（
点
数
）

 
2
)

過
去
３
年
間
の
図
書
受
け
入
れ
状
況

備
 
 
 
 
 
 
 
考

[
注
]
　
雑
誌
等
で
す
で
に
製
本
済
み
の
も
の
は
図
書
の
冊
数
に
加
え
て
も
結
構
で
す
。

1
）
開
架
図
書
の
冊
数
（
内
）
は
、
図
書
の
全
冊
数
の
う
ち
何
冊
か
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

2
）
視
聴
覚
資
料
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｌ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ス
ラ
イ
ド
、
映
画
フ
ィ
ル
ム
、

　
 
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
を
含
め
、
所
蔵
数
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ト
ル
数
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
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